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1　は　じ　め　に

　音楽教育において音楽能力・聴能を把握することは重要なことである。聴能は，幼児期に芽

ばえ著しい発達をする。この聴能がどのように育つものであるか。本稿では，学生の現在の音

楽能力・聴能と音楽の感性を把握するために調査を行った。

　音楽的能力を測定するためには，多くの音楽テストがある。音楽テストには，基礎的音楽能

力を測定する適性テストと音楽的学力テストとがある。前者の適性テストは，将来の音楽的能

力を測定する場合，後者の学力テストは，現在の音楽的能力を測定する場合に用いられる。

　ウイング音楽適性テストは，「英国のウイングにより1948年に作成されたもので，7項目の

テストよりなる。各バッテリーの信頼性は，93前後で非常に高い。尺度は，各年齢5段階に分
　　　　　　　　　　　（1）
かれ，8歳から17歳まであり，」目的は，学生の将来の音楽能力・聴能と感性を測定しようと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
したものである。このことから，「ウィング音楽テスト」を基に簡略化し，将来の音楽的能力

を把握するのではなく，音楽教育の必要上現在の学生の音楽能力を測定しようと試みた。又，

音楽の嗜好についての調査も行った。以下，調査結果を提示しながら，学生の音楽能力の実態

と嗜好について検討してゆきたい。

2　調　査　方　法

　調査1　変化音の判別

　被験者の聴能の正確さと記憶を測るものとして，旋律を二度繰り返して聞かせ，何番目の音

が変化しているか，変化音の場所の判別を行った。反復の旋律については，三音より始め，七

音まで増加し，音程については，二度で進行し，一ケ所三度又は四度を使用した。

　調査ll　和音の数の判別

　和音の構成音は，単音から四人までとし，それぞれ構成している音の数を判別した。

　調査皿　二和音間の変化状態の判別

　二つの和音を与え，後者が上昇・下降・同一のいずれであるかを判別させる。

　調査】V　拍子の判断
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　被験者の音楽的感性を測るものとして，八小節の旋律を二度与え，それぞれの拍子のアクセ

ントの位置を変えて奏し，適否を判断する。

　調査V　フレージングの判断

　八小節の旋律をフレージングを変えて二度与え，適否を判断する。

　調査VI和声の判断

　八小節の四声密集型を二度通奏し，和声進行上の適否を耳で判断させる。

　調査VII強弱の判断

　旋律を二度通奏し，それぞれの表現（発想記号）を変化して与え，適否を判断する。

　調査W　音楽の嗜好

　音楽の好き嫌いを五段階に分けてたずねた。さらに，音楽の好みについてもジャンル別に回

答させた。

　3　被験者および調査期間

　相愛女子短期大学学生649名に，昭和63年7月11日～16日の間，上記調査を実施した。

　4　結果と考察

　表1～表罫に調査結果を示す。

表1　変化音の判別

正

誤

無回答

人　数

％

人　数

Aa

人　数

Ao

テスト1 テスト皿 テスト皿 テストN テストV テストM

593名1561名｝273名1498名1518名1484名
gl．　37％　1　s6．　44Ao　1　42．　06％　1　76．　73％　1　7g．　sl％　1　74．　s7％

55名186名1374名1148名［129名1163名
s．4760　i13．2sldO　l　sz　62％　122．so％　l　lg．s7fO？z．　12s．　n％

1名【・名1・名1・名1・名1・名
。．　is％　1　o．30fo6，　1　o．30fo6　1　o．46％　fi　o．30％　1　o．30％

延べ人数

　Ao

2927名

75・　16％o

955名

24．　52％

12名

O．　30％

表皿　和音の数の判別

正
人数
fo6

テスト1 テスト皿 テスト皿 テストN テストV テストV【

627名1518名164・名1584名1386名1352名
96．6160　179，81AO　198．61％　i　89．98％　159．47％　154．23％

延べ人数

　ee6

3107名

79．　78％
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誤

無回答

人　数

Ao

人　数
g
e
6
．

21名i13・名｝ ・名164名1262名1296名
3．23AO　i　20．03％　1　1．23％　1　g．s6％　140．36fe15　14s．60906，

・矧 1矧・名1・名1・名1・名
。．　lsldo　1　o．　lsAo　1　o．　ls％　1　o．　ls％　1　o．　lsAo　1　o．　ls％

781名

20．osgo6，

6名

O．　15％

表皿　二和音間の変化状態の判別

正

誤

無回答

人　数

％

人　数

e，（

人　数

％

テスト1 テスト皿 テスト皿

541名 1 485名 t 460名

83．35fO60 74．739050 t 70．879e6．

107名 ’ 163名 ’ 188名

16．　48fO6 1 25・　11％e 1 28．　96％

1名 1 1名 1名

O．　15％ O．　15％ 1 O・　15％e

延べ人数

　Ae

1486名

76．　32％

458名

23・　52％o

3名

。．Isgeaf．

表】V　拍子の判断

正

誤

無回答

人　数

％

人　数

％

人　数

fo6

テスト1 テストl1

315名 t 448名

48．　53906 1 69，　02％

329名 197名

50．69AO t 30．　359e6

5名 4名

O．7760 1 O．　61％

延べ人数

　go6

763名

58．　78％

526名

40．　52％

9名

O・　69％a

表V　フレージングの判断

正

誤

人　数

％

人　数

Ao

テスト1 テスト皿

159名 f 281名

24．49Ae 1 43．29Ae

486名 t 364名

74．　88％ 1 56．　08％

延べ人数

　％e

440名

33．　89％

850名

65．489060
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無回答
人　数
g
e
5
，

4名 4名

O．　61％ O．　61fe6

8名

O．　61906

表W　和声の判断

正

誤

無回答

人　数

fo6

人　数

Ao

人　数

6e

テスト1 テストll テスト皿 テストN

54・名1 485名 460名 116名

83，　35％ 1 74．　73eO6 70．　87％ 17．　87％

107名 163名 188名 1 530名

16．4860 25．　11％ 28．　96％ 81．　66％

1名1 1名1 1名 ’ 3名

O．　15％ O．　15％ O．15AO O．　46％

延べ人数

％

1602名

61．　71905

988名

38．　05％

6名

O．239e6，

表W　強弱の判断

正

誤

人　数

％

人　数

％

無回答
1人数

％

テスト1

463名

71．　34％

184名

28・　35％o

2名

O．　30％

総人数

％

463名

71．　34fO16

184名

28．　35905

2名

O．30AO

表Ndi音楽の嗜好

人　　数
9
0
6
0

大好き 好　き
どちらで
もない

嫌　い 大嫌い 無回答

197名 313名i73名i35名127名1： 4名

30．　35％　1　48．　22％
n．24％　1　s．3g％　1　4．i6％　t，　o．6i％

総人数

6e

649名

100AO

　旋律の記憶は，音の数よりも音程・配列により異なることが表1より窺える。テスト1・ll

は，いずれも三音であるが，前者はすべ℃二度で進行し，後者は一ヶ所三度の跳躍を含むた：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　／
め，約5％低い数値となった。次に，テズト皿・IVは，音の数がそれぞれ四十・五昔と増加じ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　36
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ている。しかし，前者は四音であっても三度の跳躍が連続しているので，後者の五音の一ヶ所

四度の跳躍を含む順次進行より，約35％も下まわる数値となった。テストV・Wは，音の数が

増加するだけで，いずれも同一の形（四度の跳躍＋順次進行）をとっているので，目立った数

値の動きは見られない。

　変化音の場所については，旋律の記憶と同じく，音程により把握出来る数値に著しい変化が

見られる。跳躍の場合，約42％，順次進行の場合，音の数が三音で約86％～91％，五音～七音

で約75％～80％という結果となった（表1）。

　和音の数の判別については，耳慣れた単音・オクターブ・三和音については，判別が出来る

が，重音・四和音については，ほとんどの学生が把握出来ない。テスト1・皿の単音で約97％

～99％，テスト】Vのオクターブで約90％，テストHの三和音で約80％の学生が判別出来る。し

かし，テストVの四和音・テストVIの差音については，約59％・54％と下まわっている　（表

ll　）o

　次に，二和音間の変化状態の判別についてであるが，単音・三和音の違いは見られず，三和

音は一つの響きとして聞き取られ，構成音の把握は出来ている（表皿・表llのテストff）。テ

スト1は，二つの三和音をオクターブ以上離し，後者を下降させ和音も変えた。テスト皿は，

二つの和音間をオクターブ以内とし，後老を上昇させ和音も変えた。テスト皿は，構成音が出

来るだけ共通している音で和音を変化させた。結果は，約83％・75％・71％となった（表皿）。

　拍子の判断については，揺れ動く軟らかさのある複合拍子においては正しく把握され，基本

となる単純拍子が低い結果となった。テスト1は単純拍子，テストllは複合拍子とし，それぞ

れ八小節の旋律を二度拍子のアクセントを変えて与えた（表】V）。

　フレージングは，楽器（ピアノ）の影響と認識不足が手伝って低い数値となった。テスト1

・Rの内容は，拍子のアクセントの調査と同様である。次回には弦楽器で奏し，フレージング

の重要性を認識した上で調査に臨みたい（表V）。

　和声の判断は，中・高音域の四声密集形は比較的判断出来るが，低音域の響きはほとんど判

断出来ない。テスト1・IIは四小節の旋律に簡単なハーモニーを付け，テストIHは八小節の旋

律で内容はテスト1・Hに準じた。テストIVは主旋律を低音部に置き，その上にハーモニーを

付けた。テスト1・IIは主要三和音を中心に動いているので判断も容易で，テスト1は約83弩

と高い数値となった。しかし，テストIIは主要三和音以外も多く使用した為，テスト1より約

8％下まわった。テスト皿は，小節数が増加した為，さらに4％下まわった。テストIVは，聞

き慣れていない事もあって，テストIHより約53％も著しく低下した（表VD。

　強弱の判断は，今回はピアノで八小節の旋律を二回表現を変えて通奏した。結果は，約71％

となった（表W）。今後，歌詞をつけて歌唱した場合，事前に楽譜を与えた場合等の調査を行

い，比較検討してゆきたい。

　音楽の嗜好については，おおむね音楽を好む傾向にあることが窺える。「大好き」・「好き」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　37
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を合わせると約79％，「嫌い」・「大嫌い」を合わせると約10％，「どちらでもない」が約11％

となった。好む音楽の傾向は，ニューミュージック・歌謡曲・映画音楽・コマーシャルソング

・ロック・ディスコーミュージックであることがわかる。これは，昭和62ケ月調査した結果

（r相愛女子短期大学研究論集』第35巻）とほとんど変化していない。表K～Xに調査結果を

示す。

表1X　音楽の嗜好

昭和62年（573名）

人数

9e5

人数

g
a
5
．

555名

96．　85％

・・4名i25・名

s3．os％　143．so％

0名

ofOSo

0名

。％

18名

3．　14906

・8矧　・名

3．　14％　1　o％

0名

。％

0名

。％

1大好き 好き 榊で［隊い 大嫌い1無勢

昭和63年（649名）

人数

Ae

人数

％
o

197名 313名

30．　35コ口　148．　22％

510名

78・　58％o

73名

11．　24％

73名

11．　24206

35名127名
s．　3960　1　4．　16％

62名

9．　55％

4名

O．616e

4名

O．　61　％o

表X　音楽の好み

昭和62年
（573名）

昭和63年
（649名）

人数

Ao

人数

60

ユミ
クー
ツ

ユ
ジ
一
［

歌謡曲 映画音楽 コマーシャ
ルソング

ロック
ぞイスコー
ミ　ュ　

　　ジッタ

フォーク
ソング

448名i446名1351名｝281名128・名124・名1119名
7s．　ls60　177．s3％　161．2s％　fi　4g．04Ae　14s．s6％　142．7sAe　120．761do

488名147・名1 ・矧 ・名［・・7名1264名1　…名

7s．　lg％　172．41％　1 o％　1 o％　147．3060　140．67go6　11g．　lo％

　学生の多くが音楽に興味を示しているが，音楽能力の成長が見られない為，安易な大衆音楽

に親しんでいることが窺える。これは逆に個人の音楽能力を知りその範囲の中で楽しんでいる

ともいえる。単に優れた聴能があっても感性の乏しい聴能は無きに等しいと思われるから，音

楽は娯楽であっても，大衆音楽であっても，音の羅列でなく，豊かな心を羽ぐくんでくれるも

のであってほしい。しかし，学生の音楽的能力が低いために，どのように音楽的知識を認識さ

せ，学生の音楽観を変えるかということに力を注がなけれぽならない。又，音楽教育の現場に

おいて学生の好みが音楽教育で経験させようとする音楽の傾向とずれているために，好きでも

ない，音楽をさせられていると感じさせてしまう現状を改善し，音楽のジャンルを越えた幅広

い選択をしていかなければならない。
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5　お　わ　り　に

　以上が，本学学生を対象に実施した調査結果である。この結果をみると，幼少の頃から何ら

かの音楽教育を受けているにも拘わらず訓練や音楽体験に乏しいために，顕著な成長の過程が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
見られない。しかし，「その能力がすっかり発揮されるのは25歳から35歳より以後である」と

いわれている。このことから現在の調査結果の数値だけを取り上げて問題にし過ぎるのではな

く，ひとつの資料として心に留め学生と音楽の結びつきを見守っていきたい。聴能と感受性は

車の両輪の如く，聴能だけが備わっていても，逆に感性だけが豊かであっても本当に優れた音

楽能力とはいい難い。今日の多種多様な音楽環境の中で，音楽そのものの理解を深め，豊かな

心の育成と個性を生かすことを目指し，音楽的な応能形成につとめたい。
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